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歳

入

そ
の
中
で
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が
地
方
交
付
税

で
、
一
九
億

O
、
九
四
二
万
円
。
歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
三

O

r

平成� 7年度� 普通会計決算のあらまし

歳

出

平
成
七
年
度
に
勝
浦
町
に
入
っ
た
お
金
は
、
前
年
度
と
比
べ
て

九
、
七
四
九
万
円
、
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
各
種
事
業
を
す
る
た
め
に
国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た
補
助

歳入� 48億4，808万円� 

億
六
、
八
九
七
万
円
で
し
た
。
こ
れ
の
全
体
に

占
め
る
割
合
は
二
二

・ 

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出 47億3，831万円� 

O

で
一
六

・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

九

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

二
番
目
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
町
債
(
借
入
金
)
で
、

七
億
五
、
五
三
九
万
円
。
歳
入
全
体
の
一
五

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
貴
重
な
自
主
財
源
と
な
る
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
町
税
は
、
四
億
五
、
八
六
七
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
九

・
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

金
は
、
合
計
で
一 

歳
出
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
九
、
六
二
五
万
円
、

三
四

・ 
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
災
害

一
了
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
内
容
を
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、
農

林
水
産
業
費
が
一
一
億
九
、
二
五
八
万
円
で
、
歳

出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
二
五

・
二
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。
次
に
民
生
費
の
七
億
六
、
五
七
一
万
円

歳
出
の
内
容
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、
道

路
を
改
修
し
た
り
、
建
物
を
建
て
た
り
す
る
普

通
建
設
事
業
費
が
一
六
億
一
、 

二
二
万
円
で
、

O

復
旧
事
業
費
を
含
め
た
投
資
的
経
費
は
、
一
八

億
七
、
二
九
一
万
円
で
、
こ
れ
の
全
体
に
占
め
る

割
合
は
三
九

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り

ま
す
。

新神谷住宅

国
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お知らせします　町の家計簿
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S鋤車lfx得税交付金� 
3'3A49チ月� ('0.7%) 

56A安全対策交付金
1，111ヂfIl('0.2%) 

渠1f/1J1詮� 

7A2'OヂfIl 
(14.6%) 

地方策�  

387ヂ月� 

(15.6%) 

歳

l手般利瓦516ヂ月� ω1%)� 

s~8.flλ 15， 0.宮Oヂ月 ('0.3%) 

~~mz昏 5，'0'0'0ヂ月 ('0. 1%)

大 分担金反ぴ負担盆� 

127，224ヂ月(2.6%)

依存財源�  

3，867，906千円(79.9%)

歳 出 歳 入

7'0

755，� 

元年| |決|

2年|� 

自主財源

980，174千円� (20.1%) 
初日Fl校付金�  

議会 資�  1九月'06チfIl('0.4%) 
82，'0'04ヂ月(1.73%)

物方議.ljfJ( 

81，859ヂfIl(1.7%) 

農業集落排水事業

横瀬地区汚水処理場

〈地方債残高推移〉

元年度末� 

2年度末� 

3年度末� 

4年度末� 

5年度末� 

6年度末� 

7年度末� 

‘ 

25億5，945万円� 

30億3，948万円� 

34億9，957万円� 

43億� 1，129万円� 

49億2，319万円� 

55億7，317万円� 

58億9，449万円

31億7，559万円� 

39億3，169万円� 

43億9，413万円� 

52億� 1，358万円� 

45億6.456万円� 

46億4，207万円� 

47億3，831万円

回

算 歳� 

4年

3年歳

の� 
5年出�  入3佳
6年|� 

7年| |移|  

|元年 

12年� 

3年� 

4年� 

5年� 

16年� 

17年� 

32億4，595万円� 

40億2，245万円� 

44億7，355万円� 

52億8，687万円� 

46億8，060万円� 

47億5，059万円� 

48億4，808万円

MUS04
テキストボックス
歳出　歳入　地方債残高推移　決算の推移
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農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

松

下

和

夫

さ
ん
(
石
原
)

農
業
経
営
統
計
調
査
を
二
十
五

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
協
力
さ
れ

た
松
下
さ
ん
に
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 
…

受
賞
さ
れ
た
松
下
さ
ん
は
、
「
家

族
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
想
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

平
成
八
年
度
徳
島
県
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

優

秀

選

手

押

栗

寿

美

さ
ん
(
与
川
内
)

………一………

宇
品
、
し
れ
~
。

瀬せ
て
い
ま
し
た
。

¥ノ


勝浦のアイアンマン(鉄人)

豊水さん(棚野)

ぽ
瀧


世界第 2位(年代別)

一・・司崎町 -11180.品凪旬

毎
年
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
て
い
る
ト

J
V
C

J
V
C

O
J

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
の
最
高
峰
「
ハ

ワ
イ
ア
イ
ア
ン
マ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
」
に
一
昨
年
、
昨
年
に
引
き

続
き
棚
野
の
瀧
豊
水
さ
ん
が
出
場
し
、

横

瀬 

の
押
栗
寿
美
さ
ん

年
代
別
部
門
(
五
五
歳

1
五
九
歳
)

で
参
加
三
十
七
選
手
中
、
二
位
に
入

l

る
好
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ 

ス
は
、

二
十
年
間
で
郡
内
二
人
目
(
横

水
泳
約
三
・
九
キ
ロ
、
自
転
車
約
一
八

二
名
)
の
快
挙
に
指
導

、
マ
ラ
ソ
ン
四
二

・
一
九
五
キ
ロ

を
続
け
て
行
う
競
技
で
す
。

大
会
当
日
、
波
は
ち
ょ
っ
と
高
か

っ
た
も
の
の
、
風
も
な
く
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
瀧
さ
ん
は
、
ま
ず

最
初
の
水
泳
で
出
お
く
れ
た
も
の
の
、

次
の
自
転
車
と
マ
ラ
ソ
ン
で
順
位
を

上
げ
て
十
一
時
間
二
十
七
分
二
十
九

秒
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
「
今
回
は

体
調
も
良
く
、
表
彰
台
を
ね
ら
っ
て

い
た
が
、
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
前
は

ほ
ん
と
う
に
ば
て
て
し
ま
っ
た
。
タ

イ
ム
的
に
は
昨
年
よ
り
十
四
分
ほ
ど

早
か
っ
た
の
で
ま
あ
満
足
。
来
年
も

こ
の
大
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、

瀧
さ
ん 

ωこ
の
輝
し
い
記
録
に
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ぜ
ひ
来
年
も
体
調
を
整
え
、
ハ
ワ

イ
ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス
で
活
躍
さ

れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

明

平
成
八
年
度
徳
島
県
少
女
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟
、
県
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
が
選
出
す
る
優
秀
選
手
に

(
横
瀬
小
学
校
六
年
)
が
選
ば
れ

者
の
中
瀬
監
督
も
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

回

MUS04
スタンプ



易型少女バレーボール
勝浦大会

十
一
月
九
日

ω、
勝
浦
中
学
校
体

十
月
二
十
日
間
、
第
十
五
回
少
女
バ

(ヘ

l

J J

B A i

チ 

-
中
学
校
男
子
の
部

優

勝

-
中
学
校
女
子
の
部

優

勝

二 

チ
ー
ム

一 

チ
ー
ム

C C

一

チ 

ム

り
六
十
八
チ 

ム
が
参
加
し
、
勝
浦
中

レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会
が
県
下
各
地
よ

二

ム

学
校
体
育
館
な
ど
四
会
場
で
七
ゾ 

ン

に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

G
ゾ
ー
ン
準
優
勝
生
比
奈
ク
ラ
ブ

.
最
優
秀
選
手

押
栗
寿
美
(
横
瀬DH

前
田
優
希
(
生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

.
優
秀
選
手

呑
口
祐
子
(
横
瀬 

V
C
)

V
C
)

福
田
朗
子
(
生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

岡
本
枝
理
香
(
生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

準
優
勝
坂
本
小
チ 

ム

フ
ロ
ッ
ク
優
勝	

チ
ー
ム 

第4回勝浦町青少年健全育成


l
ン
優
勝
生
比
奈
ク
ラ
ブ

A
ゾ
l
ン

優

勝

横

瀬

J
V
C

C
ゾ

B l

A B

l l

育
館
に
お
い
て
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
目
的
と
し
て
小
・
中
学
校
児
童
、

生
徒
約
三
百
二
十
人
が
参
加
し
、
第

四
回
勝
浦
町
青
少
年
健
全
育
成
ス
ポ

ー
ツ
(
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル 
)
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
試
合
好
ゲ
ー
ム

が
展
開
さ
れ
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

準
優
勝

三

位

二 

準
優
勝

三

位

一 

A
チ
ー
ム

0
ムム

A

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

・
小
学
校
三
・
四
年
の
部

優

勝

坂

本

小

チ

ー

ム

準

優

勝

横

瀬

小	 

チチ 
B

l l

三

位

横

瀬

小 

A

・
小
学
校
五
・
六
年
の
部

優

勝

横

瀬

小	 

チ
ー
ム

B

三

位

生

比

奈

小 

勝
浦
中
学
校
野
球
部

毎
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
汗
を
流
し
、

片
山
徹
先
生
の
指
導
の
も
と
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
一
戦

一
戦
を
勝
ち

抜
き
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
、
中
央
大
会
に
向

っ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
皆
様
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。2

|

O

〈
一
回
戦
〉
勝
浦
2
|
1
城
西

〈二
回
戦
〉
勝
浦 

上
板

〈三
回
戦
〉
勝
浦

1

1

1
鳴
門

〈四
回
戦
〉
勝
浦 
2

|

1
阿
南
二

〈五
回
戦
〉
勝
浦 
3

|

2
阿
波 

(延
長
八
回
)

B
に
六
分
三
十
三
秒
の
差
を
つ
け
て
優
勝
し
ま
し
た
。

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一

位

勝

浦
A

七
位
勝
浦
C 

五
位
勝
浦
E

六
位
勝
浦
D

八
位
福
原
B

十

一
月
十
六
日
、
勝
浦
町
で
開
催
さ
れ
た
勝
浦
郡
中

学
校
駅
伝
大
会
に
郡
内
三
中
学
校
か
ら
八
チ

加
し
、
七
区
間
(
十
七

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
を
五
十

六
名
が
タ
ス
キ
リ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。

原 

が
追
う
展
開
で
ス
タ
ー
ト
。
再
ス
タ
ー
ト
の
四
区

A

一
区
で
飛
び
出
し
た
勝
浦 

を
勝
浦 

と
福

A

B

ま
ず
、

で
は
、
高
鉾 

に

一
秒
の
リ
ー
ド
を
許
し
た
も
の
の
終

A

始
安
定
し
た
走
り
を
み
せ
た
勝
浦 

が、

〈総
合
成
績
〉

1
時
間 
5
八刀 

2
秒 

1
時
間
口
分
お
秒

1
時
間
口
分
6
秒

二
位

勝

浦 

B

位

福

原

A

三四
位
高
鉾
中

第 4回県中学校軟式野球秋季リーグ 

重要心
勝浦郡中学校駅伝大会

スポーツ(ドッジボール)大会


チ
B

l
ム

ム
が
参

l
二
位
の
勝
浦 

国

MUS04
テキストボックス
第15回　少女バレーボール　勝浦大会

MUS04
テキストボックス
Ｄブロック優勝　第12回　勝浦郡中学校駅伝大会
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l

し
た
。

B

第

3
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭

地
区
対
抗

軟
式
野
球
大
会

地
区
対
抗
軟
式
野
球
大
会
が
十
月

二
十
三
日
か
ら
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
十
チ 

ム
の
参
加
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
試
合
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ


う
な
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
、


決
勝
は
横
瀬
対
生
名
の
対
戦
と
な
り


接
戦
の
末
、
横
瀬
が
六
対
四
で
逆
転


勝
ち
し
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。


成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

横瀬

生名

優 勝

準優勝

軟
式
野
球
中
央
大
会

優

球
友
ク
ラ
ブ

勝


第
三
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
軟
式
野
球
中
央
大

会
で
、
勝
浦
郡
代
表
の
球
友
ク
ラ
ブ

(
勝
浦
町
)
が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま

こ
の
大
会
は
、
各
郡
市
を
勝
ち
抜

い
た
八
チ 
l
ム
の
参
加
に
よ
り
、
十

月
二
十
七
日
か
ら
阿
波
球
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

球
友
ク
ラ
ブ
は
、

一
回
戦

・
準
決

第

3
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
央
大
会

十
一
月
三
日
に
行
わ
れ
た
徳
島
県

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝


会
)
を
大
接
戦
の
末
四
対
三
で
ゃ
ぶ

山

西

掛

横
瀬 

与
川
内

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
央
大
会
に
お
い
て

り
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

今
後
の
田
辺

・
新
居
ペ
ア
の
ま
す

ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 

勝
と
勝
ち
進
み
、
む
か
え
た
決
勝
戦

は
、
川
島
体
協
と
の
対
戦
と
な
り
ま

し
た
。二

回
に
一
点
を
先
制
さ
れ
た
も
の

の
最
終
回
に
同
点
に
追
い
つ
き
、
一

対
一
の
ま
ま
延
長
戦

へ
、
延
長
戦
で

両
者

一
点
、
ず
つ
を
上
げ
、
二
対
二
と

な
っ
た
も
の
の
決
着
が
つ
か
ず
、
設

定
ゲ 

ム
と
な
り
、
激
戦
の
末
六
対

四
で
勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。

球
友
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す。一
問

一

地
区
対
抗
ソ
フ
ド
テ
三
ス
大
会

l

l

B

B

A

-

十
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

の
七
日
間
、
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ

喜

楽

苑

ス
大
会
が
勝
浦
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

今
山

・
黒
岩

開
催
さ
れ
ま
し
た
。


十
五
チ 

ム
が
参
加
し
、
試
合
方


晩

浦

高

校


式
は
、
ダ
ブ
ル
ス
三
試
合
で
二
勝
し


た
チ
!
ム
の
勝
ち
と
い
う
も
の
で
す
。


一
回
戦
か
ら
好
試
合
の
連
続
で
、


中

角


決
勝
は
、
坂
本 

対
勝
浦
高
校
の
対


中

山

戦
と
な
り
、
二
対
一
で
坂
本 

が
二

棚

野

年
連
続
五
回
目
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

田
辺
(
西
岡
)
・
新
居
(
坂
本
)
ペ
ア

が
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
果
し
ま
し
た
。

一
回
戦
を
シ
ー
ド
さ
れ
た
田
辺

・

新
居
ペ
ア
は
、
二
回
戦
か
ら
の
出
場

で
、
二
回
戦
は
玉
西
・芳
田
ペ
ア
(
那

賀
川
ク
)
を
四
対
一
で
、
準
決
勝
は

坂

本 

米
田

・
田
村
ペ
ア
(
那
賀
川
ク
)
を

O
で
く
だ
し
、
向
か
え
た
決
勝

星星

谷
谷

白

四
対 

¥J 

、、./

山

西

掛 

AA

坂

本 

B

戦
は
、
桑
原

・
長
谷
部
ペ
ア
二
球

専

門

学

校

生
名

・
久

国

優 勝 坂本 B
準優勝 勝浦高校

西門

野角名本掛学谷山瀬山

困

MUS04
テキストボックス
田辺　新居　ペア　ブロック優勝

MUS04
テキストボックス
第10回　地区対抗ソフトテニス大会

MUS04
スタンプ



第� 35 回
11

回J民� 

表
彰
さ
れ
た
方
々
敬
称
略

~ 
31; 

-
勝
浦
町
長
表
彰

橋

本

明

美
(
与
川
内 
)

ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ

ッ
プ
第
七

回
国
際
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ル
射
務
選
手
権

大
会
女
子
ピ
!
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
四
十
発

競
技
優
勝

寒

川

綾

子

(

棚

野 

)

平

井

真
理
子 

(生

名
)

第
三
十
二
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
出
場 

P s. 
同体

大� 

-
教
育
委
員
会
表
彰

スポーツで功労のあった方に表彰状が贈られる

上

西

恵

美

(

中

山 

)

平
成
七
年
度
全
日
本
九
人
制
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
総
合
女
子
選
手
権
大
会
出
場

登

木

祐

二 
(

A7

山
)

平
成
八
年
度
四
国
高
校
総
合
体
育
大
会

空
手
道
競
技
出
場

森

内

周

公

(
星
谷
)

平
成
八
年
度
四
国
高
校
総
合
体
育
大
会

弓
道
団
体
出
場

大

島

尚

樹 

(山

西
)

徳
島
県
小
学
校
陸
上
運
動
記
録
会
男
子

六
十 

ハ
ー
ド
ル
第

一
位

m
押

栗

寿

美

(

与

川
内 
)

平
成
八
年
度
徳
島
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
競
技
優
秀
選
手

.--、

/¥  

月3日� (文化の日).恒例の町民体育大会が行わ

れました。

絶好のスポーツ日和となった秋晴れの下，勝浦中

学校グラウンドで盛大に催され，町民� 1.300人が様

々な競技に参加，さわやかな汗を流し，楽しい� 1日

を過ごしました。

開会式では，スポーツ面で活躍された方に対し.

勝浦町長と教育委員会から表彰状が授与されました。

ご協力くださいました区長会各種団体及び

関係各位のみなさまに厚くお礼申し上げます。

MUS04
テキストボックス
第35回　町民体育大会

MUS04
テキストボックス
表彰された方々　敬称略　勝浦町長表彰　教育委員会表彰

MUS04
スタンプ



選

松

並

武

夫

孫
も
い
る
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
の
歌

声
が
閣
の
夜
空
に
聞
こ
え
く
る
な
り

横
瀬
広
安
美
枝
子

〈
評
〉
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
を
囲
ん

で
た
の
し
く
歌
っ
て
い
る
少
年
少
女

た
ち
の
声
が
暗
い
夜
空
を
通
っ
て
聞

こ
え
て
来
る
。
そ
の
中
に
は
わ
が
孫

も
い
る
の
だ
。
こ
の
歌
の
「
孫
も
い

る
」
と
真
っ
先
に
出
し
た
と
こ
ろ
が

と
て
も
よ
く
出
来
た
。

老
人
会
の
名
簿
を
繰
れ
ば
わ
れ
若
し

明
治
生
ま
れ
の
人
々
多
し

横

瀬

錦

内

常

一

〈
評
〉
老
人
会
の
名
簿
が
と
ど
い
た
。

た
く
さ
ん
の
明
治
生
ま
れ
の
人
た
ち

の
名
前
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
名
簿

の
後
の
方
に
大
正
生
ま
れ
の
自
分
の

名
、
が
あ
る
。
ま
だ
若
い
方
な
の
だ
。

「
わ
れ
若
し
」
と
い
う
言
葉
が
い
き

い
き
と
よ
く
効
い
て
い
る
。

住
み
な
れ
し
わ
が
村
な
れ
ど
病
み
て

見
る
巡
り
の
山
川
日
々
に
新
し

棚

野

英

見

〈評
〉
元
気
な
と
き
は
気
づ
か
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
病
気
し
て
み
る
と

日
々
に
眺
め
る
山
や
川
の
姿
が
と
て

も
新
鮮
に
、
美
し
く
見
え
る
の
は
ど

う
し
て
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
長
い

間
住
み
馴
れ
た
わ
が
村
と
い
う
の
に
。

病
み
て
物
を
見
る
目
が
新
鮮
に
な
っ

た
作
者
の
感
慨
の
歌
。

登
校
の
子
等
を
減
り
し
と
思
い
つ
つ

向
う
の
道
行
く
三
人
の
子
見
送
る

中

山

栗

城

絹

〈
評
〉
こ
の
頃
は
登
校
児
が
少
な
く

な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
子
供
の

数
が
減

っ
た
の
だ
ろ
う
。
ど
こ
の
家

庭
も
子
供
を
作
ら
な
く
な
っ
た
。
そ

れ
で
は
国
家
の
将
来
に
不
安
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
思
い
な

が
ら
向
う
の
道
行
く
三
人
の
子
た
ち

を
見
送
る
作
者
。

十
台
の
車
従
え
悠
々
と
自
転
車
の
老

人
は
せ
ま
き
道
行
く

棚

野

島

っ

と

む

〈
評
〉
せ
ま
い
道
を
自
転
車
に
乗
っ

た
老
人
が
行
く
。
耳
が
遠
い
の
か
車

の
音
も
聞
こ
え
ぬ
ら
し
い
。
と
言
っ

て
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
も

出
来
ぬ
。
ま
さ
に
悠
々
と
十
台
の
車

を
後
に
従
え
て
の
自
転
車
老
人
サ
マ

の
お
通
り
だ
。
今
目
的
な
社
会
詠
。

か
な
し
み
は
秋
と
な
り
ゆ
く
陽
の
色

か
件
ち
て
見
惚
る
る
立
木
の
す
が
た

横

瀬

比

留

間

一

献
体
に
送
り
て
遺
骨
な
き
亡
夫
の
位

牌
に
生
き
い
る
様
に
話
し
ぬ

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

掃
き
寄
せ
る
僅
か
の
塵
に
藁
屑
の
混

る
実
り
の
秋
の
便
所
に

中

山

山

下

房

雄

登
り
来
て
昼
一
な
お
暗
き
如
意
輪
寺
巨

木
の
霊
気
に
浄
め
ら
れ
い
つ

横

瀬

日

下

克

子

遠
足
の
足
ど
り
軽
く
行
く
孫
の
リ
ュ

ッ
ク
の
鈴
が
は
ず
み
で
鳴
り
ぬ

立
川

堀

梅

子

吾
が
病
み
で
よ
り
の
夫
は
こ
ま
ご
ま

と
気
づ
か
い
く
る
る
日
々
の
明
け
暮

れ

棚

野

一

楽

靖

子

八
十
を
迎
え
て
長
く
短
き
一
生
を
ふ

り
返
り
つ
つ
眠
り
ゆ
く
な
り

棚

野

幸

山

美

好

台
風
も
事
無
く
過
、
ぎ
て
鮮
や
か
な
色

彩
放
つ
は
ぜ
の
紅
葉

横

瀬

谷

吉

蔵

当
た
ら
じ
と
思
え
ど
嬉
し
来
年
の
五

黄
土
星
の
運
勢
欄
読
む

横
瀬
岡
本
冨
久
恵

大
小
の
真
珠
に
命
あ
る
如
き
星
を
見

上
げ
て
一
回
り
す
る

横
瀬
桜
木
千
代
子

吾
よ
り
は
先
に
逝
く
な
と
話
し
つ
つ

牟
岐
の
海
辺
を
夫
と
歩
め
り

沼

江

斎

藤

重
子

孫
の
靴
小
さ
く
乱
れ
て
ぬ
が
れ
お
り

踊
り
好
き
な
る
足
の
様
に
て

棚

野

殿

川

早

苗

膝
ま
ず
き
今
年
の
米
の
豊
作
を
亡
夫

の
墓
前
に
報
告
し
お
り

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

風
雪
の
生
活
に
耐
え
し
吾
は
い
ま
ゲ

ー
ト
ボ 

ル
に
老
い
を
楽
し
む

中

角

豊

田

要

助

何
事
も
忘
れ
る
母
に
さ
か
ら
わ
ず
相

槌
う
ち
て
一
日
の
終
わ
る

横
瀬
平
山
美
千
江

は
亡
き
人
気
歌
手
テ
レ
ビ
に
映
り

い
て
健
在
の
ご
と
楽
し
ま
せ
く
る
る

横

瀬

林

と

み

え

気
遣
い
て
そ
っ
と
覗
き
し
病
床
の
妻

の
寝
息
を
聞
き
て
安
ら
ぐ

中
山

谷

尻

松

雄

仕
事
終
え
土
手
を
通
り
て
帰
り
行
く

秋
の
久
焼
け
静
か
に
消
え
て

沼
江
森
脇
ア
ヤ
子

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
母
と
乗
り
行
く

孫
の
声
わ
れ
を
呼
び
つ
つ
遠
ざ
か
り

た

り

沼

江

森

脇

光

子

著
荷
の
花
根
本
か
き
分
け

一
本
摘
め

ば
香
り
清
し
く
秋
の
風
吹
く

棚
野
広
松
ハ
ル
ノ

鉢
巻
き
し
踊
る
園
児
に
曽
孫
も
居
れ

ば
声
か
け
拍
手
す
敬
老
の
日

棚

野

田

中

茂

子

そ
れ
ぞ
れ
が
強
張
り
し
膝
な
だ
め
お

り
農
業
指
導
の
会
果
て
た
れ
ば

A
7

生

名

柳

田

末

子

l

、-../

邦
，忠

困

夏
過
、
ぎ
て
秋
深
ま
り
し
虫
鑓
に
子
ら

が
忘
れ
し
鈴
虫
鳴
け
り

中
角
岡
本
は
つ
え

誰
も
み
な
人
そ
れ
ぞ
れ
の
早
さ
も
ち

時
の
流
れ
に
命
惜
し
め
り

坂

本

吉

田

(
注
)
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

広
報
紙
と
し
て
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

の
作
品
を
掲
載
す
る
も
の
で
す
。
し

た
が
っ
て
投
稿
作
品
は
全
部
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
短
歌
の
専
門

誌
の
よ
う
な
む
つ
か
し
い
選
評
も
避

け、

町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
読
め

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
(
係
)

十
二
月
五
日
締
切
り
川
柳
一
人
一
句

あ
て
先
横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

平
成
九
年

一
月
五
日
締
切
り
俳
句
一
人
二
句

あ

て

先

生

名

丸

山

香

月

MUS04
テキストボックス
かつうら歌壇

MUS04
テキストボックス
次回作品募集

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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同和問題啓発標語ボスタ

横瀬小学校  6年 横瀬小学校 4年 横瀬小学校  2年

加藤 真利さんの作晶 阿望江美子さんの作品 川上絵利奈さんの作品

かたりあうページ

聴 者百 と 私

私
が
小
学
五
年
生
の
時
に
、
今
ま

で
耳
の
よ
か

っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

急
に
耳
が
不
自
由
に
な
り
、
補
聴
器

を
つ
け
だ
し
ま
し
た
。
補
聴
器
を
つ

け
て
い
て
も
聞
こ
え
に
く
い
よ
う
で
、

話
を
し
て
い
る
時
も
途
中
で
、

「
ぇ
、
何
ん
で
。
」

「
わ
か
ら
ん
。
」

と
言

っ
た
り
し
て
な
か
な
か
話
が
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
日
、
私
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

話
を
し
て
い
る
と
、
そ
の
日
は
よ
ほ

ど
聞
き
と
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
何
回

も
何
回
も
、

「
何
て
言

っ
た
ん
。
」

と
私
に
聞
き
返
し
た
の
で
す
。
そ
の

う
ち
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
た
私
は
、
こ

れ
以
上
話
し
て
も
ど
う
せ
聞
こ
え
な

い
か
ら
む
だ
だ
と
思
い
、

「
も
う
い
い
。
」

と
言
っ
て
、
話
を
途
中
で
や
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
か
ら
と
言

っ

て
、
い
つ
の
間
に
か
私
は
、
話
す
の

を
き
け
た
り
、
話
し
を
途
中
で
や
め

て
し
ま

っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
。

私
が
中
学

一
年
生
に
な

っ
た
時
、

北
海
道
の
親
せ
き
が
、
こ
ち
ら
に
遊

び
に
や

っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
車
に

は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
姉
に
あ
た
る

正
子
さ
ん
も
乗

っ
て
い
て
、
車
椅
子

で
し
た
。
そ
の
う
え
耳
も
悪
い
ら
し

く
、
話
を
し
て
も
聞
き
に
く
そ
う
で

し
た
。

」
リ
山
ふ
品
、
�
 

耳
が
不
自


1
j
1
l

j

t

由
で

一
番
苦
労
し
て
い
た
の
は
お
ば

戸¥

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
他
の
親

せ
き
に
、
徳
島
を
案
内
し
て
い
る
問
、

正
子
さ
ん
は
家
に
の
こ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
間
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
正
子

さ
ん
の
話
相
手
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

正
子
さ
ん
が
ど
ん
な
に
聞
こ
え
な
く

て
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
必
死
に
な

っ
て
聞
こ
え
る
ま
で
話
し
続
け
て
い

ま
し
た
。

私
は
、
耳
の
不
自
由
に
な

っ
た
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
そ
ん
な
こ
と
を
し
た

こ
と
が
あ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

い
つ

も
心
の
ど
こ
か
で
耳
の
不
自
由
な
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
方
が
悪
い
と
思

っ
て
�
 

「ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
よ
。
」

と
思
う
だ
け
で
、
話
し
手
と
し
て
何

の
努
力
も
し
な
い
で
勝
手
な
こ
と
ば

か
り
言

っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

耳
が
不
自
由
に
な

っ
た
の
は
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
責
任
で
は
な
い
の
に
、

私
に
耳
の
不
自
由
な
人
に
対
す
る
偏

見
が
あ

っ
た
か
ら
、
ぉ
、
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
悪
い
、
と
決
め
つ
け
て
し
ま

っ
た

の
で
し
た
。

何
日
か
し
て
、
北
海
道
の
親
せ
き


が
帰
る
日
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
正


子
さ
ん
に
、
自
分
の
補
聴
器
を
あ
げ


て
し
ま
い
ま
し
た
。


「
自
分
も
つ
ら
い
か
ら
正
子
さ
ん
の


つ
ら
さ
も
よ
く
わ
か
る
。
」


と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言

っ
て
い
る


よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

あ
ち
や
ん
で
、
家
族
の
私
が
そ
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
も

っ
と
苦
し
め
て
い

た
の
で
す
。

正
子
さ
ん
は
な
ん
度
も
お
礼
を
言

っ
て
北
海
道
に
帰

っ
て
行
き
ま
し
た
。

思

っ
て
み
れ
ば
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

い
つ
も
耳
が
悪
い
の
を
気
に
し
て
、

テ
レ
ビ
の
音
量
も
、

「
こ
れ
で
大
き
く
な
い
で
。
」

と
家
族
を
気
づ
か

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
優
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

私
は
ど
う
し
て
も

っ
と
優
し
く
で
き

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
少
し
の
時

間
に
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
大
切
な
家
族
の
一
人
を
悲

し
ま
せ
差
別
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
二
度
と
同
じ
よ
う
な
間
違
い
は

し
な
い
、
思
い
や
り
の
心
を
忘
れ
な

い
、
と
そ
の
時
自
分
に
ち
か
い
ま
し

た
。こ

の
時
学
ん
だ
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
差
別
を
し
な
い
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
大
変
大
事
な
こ
と
で
す

が
、
私
は
あ
の
時
差
別
し
て
い
な
か

っ
た
か
、
あ
の
時
思

っ
た
こ
と
に
差

別
心
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

自
分
を
ふ
り
か
え

っ
て
間
違
い
に
き

づ
く
心
の
大
切
さ
も
知
り
ま
し
た
。

も

っ
と
も
っ
と
そ
ん
な
心
を
育
て

て
い
き
、
自
分
の
中
の
差
別
心
を
全

部
と
り
の
ぞ
け
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。(全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
か
ら
)

固
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部
落
問
題
の
完
全
解
決
を
目
指
し
、

さ
ら
に
よ
り
豊
か
な
教
育
内
容
を
創

造
し
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

十
月
十
七
日
か
ら
、
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

初
日
午
前
中
は
、
徳
島
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
全
体
会
(
開
会
行
事
、

基
調
提
案
、
実
践
報
告
)
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
十
一
分
科
会
、
十

四
会
場
で
の
研
究
討
議
で
す
。

女
性
会
は
、
十
分
科
会
の
婦
人
活

動
に
参
加
を
し
ま
し
た
。

を
立
て
ま
し
た
。
命
の
大
切
さ
、
共

同
と
連
帯
、
人
権
尊
重
に
視
点
を
当

て
て
、
劇
の
内
容
と
上
演
す
る
ま
で

の
過
程
で
、
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発

に
つ
な
が
る
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い

取
り
組
み
の
発
表
で
し
た
。

一
一
日
目
は
九
時
開
会
。
司
会
者
か

ら
、
前
回
の
報
告
に
続
い
て
勝
浦
町

女
性
会
か
ら
「
女
性
団
体
活
動
と
町

の
取
り
組
み
と
の
関
わ
り
」
と
標
記

し
て
、
日
ご
ろ
の
実
践
活
動
を
報
告
、

問
題
提
起
と
し
ま
し
た
。

起


O O

と
ら
え
て
い
な
い
。

，〆

奈

津

子

内
容
に
つ
い
て
は
、

一
仲
良
し
会

横
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
共
に

人
権
意
識
を
高
め
て
い
こ
う
と
い

う
主
旨
の
会
で
、
昨
年
募
集
の
人

権
標
語
に
つ
い
て

二
町
の
取
り
組
み
と
の
関
わ
り


女
性
学
級


勝
浦
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会


社
会
教
育
部
会
に
所
属
。


三
勝
浦
町
女
性
会
意
語
調
査

で
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
、

討
議
と
し
て

園

県
婦
連
交
流
芸
能
大
会
の
人
権

劇
に
つ
い
て

圏
人
権
意
識
高
揚
が
活
動
目
標
の

一
つ
で
、
団
体
活
動
の
根
底
は
和

(輪
)
で
す
。

勝
浦
町
人
権
条
例
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
日
常
の
中
の
差
別
を
考

え
る
き

っ
か
け
で
あ
り
、
役
員
の

和
が
深
ま

っ
た
よ
う
で
す
。

圃

全
戸
加
入
に
つ
い
て

園
地
域
の
役
割
り
は
大
き
く
、
ま

た
各
支
部
で
話
合
い
を
し
な
が
ら
、

会
員
相

E
の
心
に
深
く
大
き
な
協

力
意
識
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
、

で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と
を
し
て

会
を
支
え
る
と
い
う
真
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
司
会
者
よ
り
、
十
分
科
会

を
婦
人
活
動
か
ら
、
女
性
活
動
へ
と

名
称
変
更
に
つ
い
て
昨
日
の
提
案
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

運
営
委
員
か
ら

「
婦
人
の
婦
は
、
女
偏
に
帯
で
女
は

家
庭
、
男
は
仕
事
と
差
別
的
な
こ
と

ば
に
値
す
る
。
婦
人
に
対
し
て
の
男

性
を
表
現
す
る
言
葉
は
な
い
。
男
性

中
心
の
社
会
が
つ
く
り
出
し
た
女
偏

の
た
く
さ
ん
の
差
別
的
な
こ
と
ば
の

一
つ
で
あ
る
」

「
五
年
く
ら
い
前
か
ら
、
全
国
で
か

な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
女
性
が
侵
透
し

て
き
で
い
る
。
女
性
差
別
撤
廃
条
約
が

批
准
さ
れ
た
結
果
、
い
ろ
ん
な
結
果
が

出
て
い
る
。
婦
人
と
い
う
言
葉
が
な

ぜ
問
題
か
と
い
え
ば
、
現
実
の
社
会

で
は
、
男
女
不
平
等
、
男
尊
女
卑
の

社
会
現
象
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
制
度
・
法
が
ど
ん

ど
ん
変
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
意
識

を
ま
ず
変
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
ろ
ん
な
形
で
、
世
の
中
の
流
れ
が

非
常
に
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
婦
人
か
ら

女
性
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
女
性
会
へ

の
名
称
変
更
は
、
三
県
と
三
市
で
あ
る
」

と
の
話
の
後
で
、
十
分
科
会
の
名

称
を
女
性
活
動
に
要
講
し
よ
う
と
、

会
場
で
の
賛
同
が
あ
り
ま
し
た
。

私
も
、
大
阪
の
人
権
博
物
館
の
よ

う
な
施
設
が
あ
れ
ば
人
権
学
習
が
で

き
、
一
層
啓
発
推
進
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
の
設
置

を
強
く
望
み
ま
し
た
。

運
営
委
員
か
ら

圃

婦
人
会
を
女
性
会
に
変
え
る
と

圏

イ

メ

ー

ジ
が
変
わ

っ
て
く
る
の

で
会
員
増
に
つ
な
が
る
。
国
の
新

し
い
制
度
や
事
業
名
に
は
、
ほ
と

ん
ど
「
女
性
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
会
の
ま
と
め
と
し
て
、
運
営

委
員
の
二
人
の
人
か
ら

「
女
性
差
別
に
つ
い
て
は
、
自
分
た

、、

¥， 

四

ち
が
、
今
ま
で
当
り
前
だ
と
思
わ
れ

て
き
た
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
気
付
い

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
要
求

の
な
い
と
こ
ろ
に
前
進
は
な
い
。
差

別
さ
れ
て
い
る
者
が
声
を
あ
げ
な
い

と
変
わ
ら
な
い
。
自
分
た
ち
が
、
差

別
意
識
を
持
た
さ
れ
て
き
た
自
分
に

ま
ず
気
付
く
。
女
性
差
別
で
は
、
受

け
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
も

っ

と
も
っ
と
女
性
自
身
が
気
が
付
い
て
、

声
を
あ
げ
て
い
く
。
こ
の
会
が
女
性

活
動
に
変
わ
る
こ
と
は

一
つ
の
前
進

で
す
。
地
域
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
な
く
す
た
め
に
共
に
頑
張

っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」

「
差
別
に
気
付
く
と
い
う
こ
と
は
自

分
自
身
が
変
わ

っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
、
日
常
何
げ
な
く
言

っ
て

い
る

言
葉
や
行
動
し
て
い
く
こ
と
か
ら
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
自
分
の
身
に

付
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
目
配
り
、

気
配
り
を
し
て
、
し

っ
か
り
学
習
を

積
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

以
上
、
十
分
な
ま
と
め
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
意
義
の
あ
る
会
で
し
た
。

会
員
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
活
動
の
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
同
和
問
題
と
共
に
、

女
性
会
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
短

か
い
三
時
間
で
し
た
。
今
後
、
意
識

調
査
を
基
に
団
体
で
啓
発
資
料
を
つ

く
り
ま
す
の
で
、
ご
提
言
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す

の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一第47回一

勝富
浦岳 

町男 

女 報 

粧育
広唖 
  
Zヰ究

開雲 


勝
浦
町
女
性
会

坪 題去
内

提


討
議
課
題
は

「
女
性
と
し
て
部
落
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い

る
か
」
で
し
た
。

「
藍
住
町
婦
人
会
の
同
和
問
題
啓

発
の
取
り
組
み
」
と
し
て
、
山
田
民

恵
さ
ん
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

藍
住
町
の
人
口
は
、
七
千
人
か
ら

二
万
九
千
人
へ
と
急
増
。
婦
人
会
会

員
は
、
七
%
の
六
百
五
十
四
人
で
八

つ
の
児
童
館
で
の
母
親
の
交
流
が
婦

人
会
活
動
の
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
特
徴
を
生
か
し
た
、
人
権
尊

重
啓
発
の
人
形
劇
を
し
よ
う
と
、
藍

住
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
で
方
針

O
部
落
の
歴
史
の
理
解
度
は
、
六

四
%
で
あ
る
。 

O
人
権
意
識
に
つ
い
て
は
、
希
薄
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路
城
の
骨
子
を
築
い
た
の
は
、
関
ケ

原
の
戦
功
に
よ
っ
て
播
磨
の
大
守
に

任
ぜ
ら
れ
た
池
田
輝
政
で
あ
る
。
世

界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
国
宝
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
等
詳
し
く
ご
講
義
く
だ

さ
り
、
皆
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
ま
し

た
。
午
前
九
時
五
十
分
、
姫
路
城
に

到
着
し
ま
し
た
。
聴
き
し
に
勝
る
美

し
い
外
観
、
本
当
に
白
鷺
の
飛
び
立

つ
如
き
姿
を
仰
ぎ
見
つ
つ
城
内
を
見

学
し
て
、
城
の
守
り
に
対
す
る
備
え

の
堅
固
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
戦
国
の

世
の
攻
め
る
か
守
る
か
に
明
け
暮
れ

•••-・・

行
事
と
休
館
日

食
陶
芸
展

初
日

1
1
月
ロ
日

図
書
館
二
階
郷
土
資
料
展
示
室

女
日
曜
こ
ど
も
映
画
会

口
μ

回

R
U

-m

江 

戸、

-.，、

一

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

午
後

2
時
か
ら

3
時
頃
ま
で

内
容
は
わ
た
の
し
み
に

占
岡
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
目

ロ
日
・
お
日

食
休
館
日


2
日

・ 
9
日
・
日
日
・
お
日
・
幻
日


お
日 

日
・
初
日
・
白
日


近

藤

幾

読
振
協
史
跡
探
訪

年末年始休館日のお知らせ 
12月26日から 1月 3固まで

今年は 12月28日が土曜日で官 新年は 1月 4日(土)から開館

公庁は休日のため，前日の27日 いたします。 6日(月)は定休日と

が大掃除と御用おさめとなりま なります。年末にあたり，日

した。従って図書館を利用され 頃のご愛顧を厚くお礼申し上

る方は 12月26日までに借し出し げると共に新年も変らぬご支

と返却を済ませてください。 援ご利用をお願いいたします。

た
め
、
こ
こ
に
兵
を
挙
げ
て
砦
を
築

い
た
こ
と
に
始
め
、
そ
の
子
貞
則
、
が

城
を
築
き
、
以
来
羽
柴
秀
吉
、
池
田

輝
政
、
本
多
忠
政
等
に
よ
っ
て
拡
張
、

増
改
築
が
な
さ
れ
た
が
、
現
在
の
姫

A 大石内蔵助屋敷跡

配
置
画
面
四
圃
困


-
一
般
書

・
元
就
、
そ
し
て
女
た
ち

・
覇
道
の
鷲
毛
利
元
就

・
脳
内
革
命

2

・
ぶ

く

ぶ

く

ハ

イ

ヒ

ー
ル
・
モ
モ
コ

・
神

の

吹

か

す

風

上

・
下

シ
ド
ニ
イ

・
シ
ェ
ル
ダ
ン

・
冬

の

炎

上

・
下

高

橋

治

・
昨
日
ス
ケ

ッ

チ

伊

集

院

静

・
児
童
書

著

者

杉

山

径 永
井

路
子 

古
川

春

山

茂

雄
ru

る
武
士
の
社
会
を
思
う
時
、
現
代
の

日
本
社
会
の
平
和
さ
を
こ
の
上
な
く

有
難
い
も
の
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一

杯
で
す
。
ム 
7

も
世
界
の
ど
こ
か
で
内

乱
が
起
き
、
同
胞
同
志
の
殺
裁
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
早
く
文
化

に
目
覚
め
て
、
平
和
を
取
り
戻
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
要
す
る
に
姫
路

城
は
防
備
の
上
で
も
、
技
術
的
に
も

逮
統
ド
ラ
マ
「
秀
吉
」
も
天
下

最
高
の
発
達
を
見
せ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
美
観
の
上
で
も
非
常
に
優
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

城
を
出
て
美
し
い
菊
、
盆
栽
等
を

観
賞
後
畳
食
、
赤
穂
城
花
岳
寺
、
大

石
神
社
、
竜
野
東
丸
醤
油
資
料
館
等

を
見
学
し
て
、
瀬
戸
大
橋
を
渡
り
二

十

一
時
帰
町
し
ま
し
た
。
千
姫
を
迎

え
た
姫
路
城
、
四
十
七
志
の
杷
ら
れ

た
大
石
神
社
を
四
十
七
名
で
参
拝
し

た
こ
と
等
考
え
て
い
る
と
、
こ
の
史

跡
探
訪
の
旅
の
思
い
出
は
、
し
ば
ら

N
H
K

く
忘
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

他
多
数

ゅ
う
れ
い
ワ
ー
プ
ロ
る
す
ば
ん
中

ゅ
う
れ
い
別
荘
に
ょ
う
こ
そ

ゅ
う
れ
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
運
転
中

ゅ
う
れ
い 

ト
ラ
ブ
ル
中

U
F
O

他
数
点

統

一
を
終
え
、
新
年
か
ら
「
毛
利
元
就
」

が
上
映
さ
れ
る
と
か
。

安
芸
の
国
土
ロ
回
の
皇
の
郡
山
城
の
領
主

の
二
男
坊
が
大
内
氏
、
尼
子
氏
の
強
力
な

勢
力
の
間
に
あ
っ
て
知
諜
(
略
)
を
め
ぐ

ら
し
大
内
氏
の
内
乱
に
乗
じ
て
陶
氏
、
大

内
氏
を
討
ち
、
山
口
県
は
矧
輪
、
九
州
の

一
部
に
ま
で
勢
力
を
広
め
、
そ
の
勢
い
に

乗
じ
て
尼
子
勢
を
出
雲
で
討
ち
、
山
陰
山

陽
を
平
定
。
秀
吉
は
天
下
統
て
更
に
朝

鮮
征
伐
と
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か

っ
た
が
、
元
就
は
己
を
知
る
。
知
足
の
教

え
を
守
り
生
涯
を
終
え
た
元
就
と
の
対
比

は
、
私
た
ち
に
も
参
考
と
な
る
伝
記
で
あ

る
。
お
正
月
の
心
や
す
ら
か
な
折
、
「
毛
利

元
就
」
や
「
元
就
そ
し
て
女
た
ち
」
を
お

読
み
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

MUS04
テキストボックス
図書館だより　第三回　陶芸展のお知らせ

MUS04
テキストボックス
新刊書紹介

MUS04
スタンプ
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平
成
九
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次
の

平
成
三
年
勝
浦
中
学
校
卒
業
者
及

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

-
日
時

-
場
所

『
ひ
な
人
形
に
贈
る
こ
と
ば
』

全

国

か

う

募

集

毎
年
三
月
、
勝
浦
町
で
は
、
全
国

各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ひ
な
人
形

一

万
体
を
百
段
の
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
な
壇
な

ど
に
飾
り
供
養
す
る
名
実
共
に
日
本

一
の
華
麗
な
ビ

ッ
グ
ひ
な
祭
り
を
く

り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
ひ
な
祭
り
に
、
人
々

の
心
の

中
に
秘
め
ら
れ
た
ひ
な
人
形

へ
の
思

い
を
広
く
全
国
か
ら
寄
せ
て
、
お
供

え
展
示
し
発
表
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
「
ひ
な
人
形
に
贈
る
こ

と
ば
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

0

0
葉
書
に
百
字
以
内
の
贈
る
こ
と
ば

と
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明

記
。
小
学
生
は
校
名
、
学
年
も
書
く
。

(消
印
有
効
)

一T
7
7
1
・
4
3

y
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

O
八
八
五
四
|
二
|
二
五

一
一
)

平
成
九
年

一
月
二
日
附

午
前
九
時
か
ら

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

(横
瀬
)

-
該
当
者

昭
和
五
十

一
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
四
月

一
日

勝

浦

町

教

育

委

び
他
の
中
学
校
卒
業
者
で
町
内
に
在

住
し
て
い
る
方
(十
二
月
十
日
現
在
)

に
は
町
教
育
委
員
会
か
ら
ご
通
知
し

ま
す
。
他
に
も
該
当
の
方
は
当
日
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
に
あ

た

っ
て
、
あ
ま
り
華
美
に
な
ら
な
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

⑧⑫⑮勝浦町芸術祭

作品募集

第 3回徳島県選抜少年野球

勝浦郡みかん大会開催
.8・14--12/ 1 

1月11日(:t)----12日(日開催
今年で 3回目を迎える勝浦郡みかん大会が， 12月 1日(日)・ 

員
会

宮
二
|
二
五
二

間

)
う
お
願
い
し
ま
す
。
�
 

E
I一

・
期
日

平
成
九
年
一
月
十

一
日

ωか
ら

η
d
 

-

A

ピ
(
宮
�
 

、、--'

〆d、、

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

。
小
学
生
部
門
、
中
高
生
及
び
一
般

部
門
の
二
部
門
。

。
本
会
委
嘱
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
・

表
彰
。
最
優
秀
賞

一
点
:・
賞
状

・
副

賞
�
 (勝
浦
町
特
産
品
四
季
に
贈
呈
、

三
万
円
相
当
分
)。

優
秀
賞
十
点
:・
賞

状

・
副
賞
�
 
(同

一
万
円
相
当
分
)、

佳
作
若
干
・:
賞
状

・
副
賞
�
 
(同
五
千

円
相
当
分
)

。
締
切
り
平
成
九
年

一
旦
一
干

一
日
�
 

〈〉
あ
て
先

毎
年
恒
例
の
芸
術
祭
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、
多
数
の
方
が
作
品
を
出
品
く
だ
さ
る
よ

万

一

月

十

二

日

間

ま

で

世

・
場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

賄

勝

浦

町
図
書
館

惟

・
作
晶
の
種
別

景

写

真

・
書
道
・
油
絵

・
イ
ラ
ス
ト

・
水
墨
画
・

初

手

工

芸

・
生
花

・
俳
句

・
短
歌

・
川
柳

・
彫
刻
・

幌

陶
芸

・
日
本
画

・
漫
画

・
そ
の
他
芸
術
作
品


惜

・
作
品
の
搬
入


一
月
九
日
附

午
後

一
時
か
ら
五
時
ま
で


一
般
の
方
は
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三

階
。
小
・
中
学
校
は
図
書
館
二
階
。

徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町
町
役
場
内

-
搬
入
先

8日(日)・14日(土)の 3日間にわたり，福川グラウ ンド・勝浦中

学校 ・勝浦高校 ・横瀬小学校・生比奈小学校グラウンドを

会場として開催いたします。

参加チームは，香川県チームを含め県下各地から選抜さ

れた32チームが優勝旗をめざして熱戦を繰り広げます。

本大会は，勝浦郡を少しでも多 くの人に知っていただき，

勝浦川の清流，みかんや椎茸等の特産品及び観光地などに

親しんでもらえ たらと思い企画しました。

主催 4チーム (生比奈クラブ ・勝浦タイガース ・坂本フ

ァイターズ ・上勝やまびこ)で勝浦郡少年野球連合会を結

成して，勝浦郡全体の行事にしていこうと考えております

ので，皆様方のご指導ご協力をお願いします。

勝浦郡少年野球チームを応援していただき，少年たちの

将来に夢を託していただければ幸いに存じます。

勝浦郡みかん大会実行委員会  

(1 年生~ 5 年生までの男女.
部員募集中 f

特に女子部員歓迎)

各チームとも部員不足に悩んでいます。

楽しく野球をして.みかん大会に一緒に出場しませんか f

各チーム監督までご連絡ください。

〈連絡先〉坂本ファイターズ大谷高由 2-4079 
勝浦タイガース谷本誠一 2-3858 
生比奈クラブ竹村英信  2-3539 

回 

MUS04
テキストボックス
成人式のご案内

MUS04
スタンプ
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自衛隊生徒

募集案内

fヘ

~怜
~ 

・

V

戸、、

資 格 受付期間 試験時 期�  

15歳以上

17歳未満の男子� 

(9年3月卒業� 

見込み含む) 

11月� 1日~ 

9年 1月4日� 

• 1次� 

9年� 1月 5日� 

(1次発表 

9年1月17日)� 

• 2次

9年1月25日� 

(最終発表� 

9年 2月25日)

陸海空とも入隊と同時に通信制過程に入学，高

校卒業資格を習得。身分は「特別職国家公務員」

として保証。

(お問い合わせ)

勝浦町役場住民福祉課 宮� 08854- 2-2511 

小松島分駐所� (航空隊内) 宮� 08853-8-1981 

開催技術講習
-講習科目 ワープ口

-講習期間 

-開催場所

-講習内容

・講習時間

・受講資格

・定 員

・受講料

・教材費

・申込先

-申込期間

その他

平成� 9年 1月8日~�  平成� 9年� 1月 9日~ 

2月 6日 2月 7日

女性職業センター 工業技術センター� 

(徳島市中昭和町 1丁目) (徳島市雑貨町西開)

基本操作及び機能の習得・日商検定� 3級程度

午前� 9時30分~午後� 3時30分

就業を希望する女性� 

20 名

無料

テキスト代

徳島県女性職業センタ一

徳島市中昭和町 1丁目� 2

(徳島県総合福祉センター 1F) 

宮� 0806-54-0121

平成 8 年12月 11 日 ~ 12月 13 日

詳しくは，徳島県女性職業センターにお問い

合わせください。

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
訓
練
生
募
集


(
中
卒
以
上
・
高
卒
以
上
対
象
)

県
立
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル 

(徳
島
・

-
西

部

車

両

メ

ン
テ
ナ
ン
ス
科、

鳴
門
・
阿
南
・
西
部l
)
が
、
九
年
四

建
築
科 

月
入
校
の
養
成
コ 

ス
の
訓
練
生
を

高
卒
以
上
対
象

募
集
し
て
い
ま
す
。

・
徳
島

電
子
機
器
科

【
募
集
訓
練
科
}

・
西

部

電

気

工

事

科

マ
中
卒
以
上
対
象 

{
申
し
込
み
】

-
徳
島
溶
接
科
、

ア
パ

レ
ル
技
術

九
年

一
月
二
十
日
間
ま
で
に
入
校

科
、
ィ
一ン
テ
リ
ア
木
工
科
、
理
容

志
望
の
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル 

(西

科
、
美
容
科

部
の
電
気
工
事
科
、
建
築
科
に
つ

い

・
鳴
門
機
械
科
、
塗
装
科

て
は
鴨
島
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
、
車
両

・
阿

南

建

築

科 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
に
つ

い
て
は
池
田

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル 
)
ま
た
は
各
公
共

職
業
安
定
所

へ
。

【
入
校
試
験
】

九
年
二
月
三
日
間 

※
詳
し
く
は
、
入
校
志
望
の
県
立
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル 

(西
部
の
電
気
工
事

科
、
建
築
科
に

つ
い
て
は
鴨
島
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル
、
車
両
メ

ン
テ
ナ
ン
ス

科
に

つ
い
て
は
池
田
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
)、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
、

県
労
政
訓
練
課 

(
宮 

八
八
六
|
二

一
|
二
三
四
七
)
へ
。

O

|平成9年度� |

一般入試学生募集� 

1 募集学科 ・定員

機械系40名� (生産技術・制御技術科)

住居環境科20名 情報処理科20名� 

2 応募資格 高等学校を卒業した者� 

(平成� 9年3月卒業見込みの者を含む) 

3 入試科目 数学(数学I・数学II)
英語� (英語1)

4 願書受付� 平成� 9年 1月21日(火) 

~ 1 月 29 日 (水) 

5 試験日 平成 9年 2月5日休)� 

6 試験地 本校・徳島・松山・ 高知� 

7 入試の問い合わせ先

干763 香川県丸亀市郡家町3202


香川職業能力開発短期大学校


学務課 宮0877-24-6255


回

MUS04
テキストボックス
芸術講習会開催　ワープロ
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12月 4白色村--10日ω� 
48回大権週間 

平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
保
育
所

へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
説
明

会
を
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

初
め
て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童

の
保
護
者
の
方
は
、
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

V
入
所
説
明
会

・
日
時
十
二
月
十
九
日
附

午
後
七
時
か
ら

・
場
所
勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
和
室

※
当
日
、
都
合
で
出
席
で
き
な
い
方

は
、
各
保
育
所
で
申
請
書
等
を
お

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、
人
権
週
間
で
す
。


こ
の
週
間
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
の
世


界
人
権
宣
言
の
採
択
の
日
ま
で
の
一
週
間
(
十
二
月

A
7


四
日
か
ら
十
日
ま
で
)
を
人
権
週
間
と
し
て
広
く
国

民
に
呼
び
か
け
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図

っ
て

い
る
も
の
で
す
。

人
権
は
、
一
人
ひ
と
り
が
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
た


め
に
、
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
に
持

っ
て

い
る
権
利
で


あ
り
ま
す
。
自
分
の
人
権
を
主
張
す
る
の
と
同
じ
よ


う
に
、
相
手
の
人
権
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ


ん
。
法

務
局
や
人
権
擁
護
委
員
は
、


「
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
」


「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ


ヤフ」
|
「
い
じ
め
」
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い

・
見
逃
さ

-

な

い

|

「第
 
「
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」

保
育
所
入
所
説
明
会
及
び

| 

V

| 

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

v

o 

n

申
請
書
受
付
及
び
手
続
き

入
所
申
請
書
受
付
に
つ
い
て

・
日

時

一

月

七

日

ωか
ら
九
日
附

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
入
所
さ
れ

て
い
る
児
童
で
、
平
成
九
年
度
も
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方
に

つ
い
て
も
申

請
が
必
要
で
す
。

※
初
め
て
入
所
さ
れ
る
場
合
は
、
保

育
所
へ
児
童
を
同
伴
し
て
く
だ
さ
い


乳
児
保
育
に
つ
い
て


乳
児
保
育
ご
希
望
の
方
は
、
入
所


説
明
会
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
場

所

各

保

育

所

役
場
住
民
福
祉
課

-
入
所
定
員
沼
江
保
育
所
三
十
人

も
山
林
の
場
合
、
ま
た
、
農
地
で

.
入
所
で
き
る
要
件

生
比
奈
保
育
所
九
十
人

横
瀬
保
育
所
百
人 

森
林
組
合
か
ら

苗
木
の
申
込
み
受
付

来
春
、
植
林
及
び
補
植
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
、
杉

・
ひ
の
き

・

ク
ヌ
ギ
等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

植
林
予
定
地
が
台
帳

・
現
況
と

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童
は
、

農
業
委
員
会
発
行
の
農
地
転
用
許

勝
浦
町
保
育
所
入
所
措
置
条
例
に
基

可
証
の
あ
る
場
合
は
、
造
林
補
助

づ
き
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
で
な
け

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
森
林

れ
ば
入
所
で
き
ま
せ
ん
。 

組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
そ
の
他

人
所
申
請
書
は
、
ご
家
族
の
方
が

「
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
」

「
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し

よ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
啓
発

A
F
Y

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

4
F
A

み
な
さ
ん
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て
、

譲
り
合
い
、
思
い
あ
う
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
、
争
い
の
な
い
明
る
い
家
庭
、
差
別
の

な
い
、
や
さ
し
さ
に
満
ち
た
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

ノ
辛

し
ト 

ノ
。

0

¥J 

、----

も
し
、
困

っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
地
元
人
権
擁
護
委

員
や
法
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す

・
西

岡

大

西

勝

幸

さ

ん

山

田

中

質

さ

ん

・
中

山

堀

毅

男

さ

ん

・
坂

本

細

川

寛

さ

ん

回

子どもの人権

を守ろう


ない・させない・克盆さない

賛 権問宙・童図入植問書聞週古書

勝
浦
町
森
林
組
合

MUS04
テキストボックス
第48回人権週間

MUS04
スタンプ



ごぞんじですか!検察審査会

交通事故，詐欺，おどしなどの犯罪の被害に 戦

r、¥

(( 

八
八
五
三 

二 
二
二
二
五
) 
…

い
注
意
が
肝
心
で
す
。

O

l

l

。
特
別
給
付
金
国
債
の
最
終
償
還
を
終
え
た
戦
傷
病
者
等
の

妻
の
方
に
、
改
め
て
特
別
給
付
金
が
国
債
に
よ
り
支
給
さ
れ

ま
す
。

。
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
を
平
成
八
年
五

月
ま
で
受
給
さ
れ
ま
し
た
が
、
夫
で
あ
る
戦
傷
病
者
が
平
成

五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
妻

の
方
に
特
別
給
付
金
が
国
債
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
請
求
期
間

平
成
八
年
十
月

一
日
か
ら
平
成
十

一
年
九
月
三
十
日
ま
で

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
間
内
に
手
続
き
を
さ
れ

な
い
と
資
格
が
喪
失
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
(
宮
二 
|
二
五
一
こ
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あい，警察や検察庁に訴えたが，検察官がその

事件を起訴してくれない。このような不満をお

持ちの方は検察審査会にご相談ください。相談

や申立てについての費用は一切無料で，秘密は

固く守られます。

検察審査会では，選挙権を有する一般国民の

中から「くじ」で選ばれた 11人の審査員が，検

察官が事件を起訴しなかったことのよしあしを

審査します。

・お問い合わせば

徳島市徳島町 1丁目 5番地

徳島地方裁判所内

徳島検察審査会事務局まで (ft0886-52-3141) 

特集

別者
給等
付の
金妻
刀、の
支方
給に 
ιニ
れ
ま
す

が
っ
て
い
な
い
か
な
ど
も
点

検
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
特
別
警
戒
の
実
施


十
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
の
問
、

午
後
八
時
に
全
町
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
、

警
戒
に
あ
た
り
ま
す
。

消
防
団
は
、
火
災
多
発
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
各
地
域
で
巡
察
を
行
い
、
町
内
か
う
火

災
を
発
生
さ
せ
て
は
な
ら
什
ゆ
い
た
め
の
警

戒
体
制
に
入
り
ま
す
。

火
災
は
、
社
会
的
損
失
が
大
き
い
ば
か

り
か
、
人
の
命
に
か
か
わ
る
こ
と
で
す
。

みんなで防ごう
住宅火災 

コ
ン
セ
ン
ト
の
定
期
的
な

お
掃
除
を
お
忘
れ
芯
く。

そ

の
際
に
、
コ
ー
ド
が
つ
ぶ
れ

て
い
な
い
か
、
プ
ラ
グ
が
曲

も
し
も
、
あ
な
た
の
家
が
火
元
と
な
れ
ば
、

隣
近
所
に
多
大
な
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

小
松
島
保
健
所 

毎
日
そ
の
場
、
そ
の
場
で
火
を
出
さ
な

そ
の
注
意
は
、
そ
れ
ほ
ど
む
す
か
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
火
を
防
ぐ
の
は
あ
芯
た
で
す
」

が
何
年
も
さ
し
込
ま
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
コ
ン
セ
ン
ト
に
た
ま
っ
た

ホ
コ
り
が
原
因
で
、

火
災
に
な
る
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー、

ロ
月
白
日 

初
日

j

…
(告

一 …

一 …

鞭


小
松
島

・
勝
浦
調
理
師
会

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
ヘ


テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
の
プ
ラ
グ

…
働
い
て
い
る
調
理
師
は
、

…
就
業
屈
を
出
す
こ
と
が

…
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
…

平
成
八
年
十
二
月
三
十
一
日
現

…
在
の
状
況
を
調
理
師
業
務
従
事
者

屈
に
書
き
込
ん
で
、
次
の
受
理
機
一

関
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

…
・
受
理
機
関

徳
島
県
調
理
師
会
小
松
島

・
勝 

…

浦
ブ
ロ
ッ
ク

(
所
在
地 
)小
松
島
市
堀
川
町

』
一
|
二
七

小
松
島
保
健
所
内 

… 

¥
調
理
師
業
務
従
事
者
届
は
直
/

一
接
来
所
か
郵
便
で
請
求
し
て

一 

/
く
だ
さ
い
。 

¥

…
・
提
出
期
限

平
成
九
年
一
月
十
五
日

…
・
問
い
合
わ
せ
先 皆

様
ヘ


回

MUS04
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調理師の皆様へ

MUS04
スタンプ



捨てるゴミでも生かせば資叫� 
|12月は大気汚染防止推進月間� |f

'小

第

沼江 
  Y百 集� ~、 所

桂ト zz、 所 前掛谷 


曜

月

日

イシ

12月あき缶回収日程表 きれいな大気を守りたいから

みんなでクリーン・スカイ作戦
場 所回収日 地 区

凡

¥)  

‘、、ー〆� 

ゴミ収集業務休業のご案内� 

12月31日から� l月3日までの4日間，

年末年始のため休業いたします。休業

期間中は，フェンスにゴミを出さない

でください。

年末はゴミが集中しないよう計画を

立て，ごみ収集業務にご協力ください。

石原 桜 建 壬日文 事 手先 所

口 集 メ己

J A生樹比試奈験支場所上保り冷口庫)前山西�  (果
家の人婦キす農中角

馬越ゴミフ ェン ス横(2日)

第 今山 今山橋北詰ゴミフェ ンス横

黒岩 運動場入口�  (小屋の横 )月

曜
 川 口幸ー さん宅の貯蔵庫前星 谷
日� 

11前

第

。四

工;

。火

イン |日曜

横所口ロ士舌防?肖中 山(9日)

東 林 庵生名第
島豆腐屋 さ ん前'" 

zk久 国 集� dz 所 裏久国月

曜 棚野 河川敷ゲートボール場横

日 。 パ チ ンコ庖前道路南側�  
(16日) 。 大 井 堰 碑 の 前

z 所dzk集1横� j頼

ク 花棚宗 ー さん宅東

広瀬清 さ ん宅東

小倉新平さん宅前 三 叉路

農 ↑品� E事 地

J A 与川内出張所与川内日

J A 坂本事業所横(24日) 坂本�  

横所ロロ土圭防?自ク

開始ノ

女クリーン・スカイ作戦①

通勤や外出には，なるべく公共交通機関を利用 しまし ょ

う。自動車を利用する場合も，渋滞の原因となる違法路上

駐車は禁物。渋滞中は低速での加速 ・減速がつづ、き，それ

だけ汚染物質の排出量が増え てしま うからです。空ぶかし ・

急発進 ・急加速，余分な荷物の搭載を避けるほか，定期点

検の励行， アイドリ ングを最小限にし，駐停車中はエ ンジ

ンを切る。こんなち ょっ とした心がけが，燃費の節減にも

つながり，まさに一挙両得になるのです。

女クリーン・スカイ作戦②

外気との極端な温度差は身体にも毒です。室内の平均温

度 2 ~ 3 度低くし，気温が上がる日中には暖房を控えめに

するなどこまめに調整。人がいない部屋まで暖めるなど不

要な暖房もやめま しょ う。これで，光熱費もグー ンと助か

ります。

平成8年

年末・年始の交通安全県民運動

期間平成8年12月10日(j.f)----平成9年1月10日働

スローガン守らなそんそん� f交通ルール

重点目標�  Oシートベルトの着用の徹底� 

O高齢者の交通事故の防止� 

0夜間の交通事故防止

不用求の引き取り日

犬の放し飼いは

やめましょう 。� 

12月4日(水)� 
12月18日(水)

※登録している犬の場合は印かんと鑑札が必要です。� 

交通事故相談日

日 時� 12月25日側 午前10時から午後� 4時まで� 

(受付時間 午後� 3時まで)
場所 小松島中央会館小松島市松島町5-6 

ft08853-2-2030 
相談員町団長稔

問い合わせ 交通事故相談所

徳島県庁� 1階 宮0886-21-3200
※お気軽にご相談ください。

回
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浴用剤は避ける

風呂の浴用剤(合成着色

剤)やトイレの洗剤脱臭

剤などは，できるだけ使

わない。

米のとぎ汁は水やりに

米のとぎ汁やぬか漬けの

ぬかなどは，流しに捨て

ないで.植木や鉢物の水

やりに使う。

みそ汁は残さない

みそ汁や鍋物の汁などは.

流しに捨てないようにし.

食べ残しが出ないように

つくる。

古いストッキンクを使う

洗しに三角コーナーや排

水口に.水切り用のネッ

トを使い，残り物を流さ

ないようにする。

て三3\L-"~"'t

轟 ヘ� 
生活雑排水まで

きれいにしてしまう

水とわたbた-奮の〈らむ一号の字
，，，'，11111，，11111 1' 

'
11111111'，11川t~..~ø.~~...~.øøøø~.øøø~.ø川'1111'11111，
 11111' ，� 1111 1111' 11111'11111 1111' 11111 ，IIII~ 111' 1111

' 


一家庭での排水浄化対策- 私たちにできること

4・'"

、τ、ー'--""F

〆『¥¥ 出¥

~、』

石けん類を使う

歯みがきやシャンブーな

どを使うときは，量を少

なめにして.石けん類の

ものを使う。

得議
 
ε沢 一 


朝シャンは控える

毎日のモーニングシャン

ブーや，合成洗剤系のシ

ャンブーの多用はできる

だけ控える。

排水ホースにネッ トを

洗濯機の水を捨てるとき

は，必ず排水ホースの先

にストッキングをかぶせ

てゴミをとる。

スポンジで泡を立てない

食器類を洗うときは，ス

ポンジに洗剤をつけずに，

水やお湯だけで洗うよう

にする。

食器類の汚れをとる

食器類.コップ類を洗う

ときは，紙や布などで汚

れをふきとってから洗う

ようにする。� 

ジュース類は捨てない

牛乳やジ、ユース類.ピー

ルやウイスキーなどの酒

類は.流しに捨てないよ

うにする。

漂白剤は便わない

汚れ物の手入れや洗い物

のときに，塩素系漂白剤

の溶液はできるだけ使わ

ない。

天ぷ5油は流さない

揚げ物で使った食用油や

皿についた油類.インス

タント食昂の油類は絶対

に流さない。

合成洗剤は使わない テ.ィスポーザーは避ける

台所での洗い物や洗濯の 流しの排水口(ストレー

ときは，合成洗剤を使わ ナー)Iこセッ卜する。

すに.固形石けんや粉石 生ゴミ粉砕機は絶対に使

けんを使う。 わ芯い。

これ等はほんの一例，あなたはいくつ出来ていますかっ

話しあってみましょう。

回
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日

¥」ノ

(o) 

li要雲� 
il雲立� 

'~ 77 

Zぷ11 
lhf7 

12ケ� 
~i ? 77 
!!I ;;' カず� 
1 大
l
切

期
発
見
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年

と
と
も
に
変
わ
る
か
ら
だ
の
機
能
を

調
べ
、
健
康
を
維
持
さ
せ
る
と
い
う

ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。
勝
浦
町
で
は

十
二
月
二
十
七
日
ま
で
町
内
医
療
機

関
に
お
い
て
基
本
健
康
診
査
、
婦
人

検
診
を
町
の
委
託
に
お
い
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
た
め
に
も
欠
か
さ
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。

12月の保健行事� お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日� H翠 内� n士H量、， 受付時間 場 所 士す 象 者
持参する

もの {也 

18 水 健 康 本目 吾H火.k 10: OO~11 :30 勝浦会館 一 自主 住 民 健康手帳� 

20 金 乳児健康診査，離乳食講習会� 13:30~ 14 : 00 
農村環境改善� 

センター

H 8 .1 .1 ~10. 31まで

に生まれた子

母子健康

手帳�  

平成8年度 振動障害健康診断 受けましたか?健康診査

労働省では，振動業務の範囲として，次に掲げる

振動工具を取り扱う業務を規定しています。

①さく岩機 ②チ�  yピングハンマー

③鋲打機 ④コーキングハンマー

⑤ハンドハンマー ⑥ベビーハンマー

⑦コンクリートブレーカー ③スケ-')，ングハンマー

⑨サンドランマー ⑩チェンソー

⑪ブッシュクリーナー ⑫エンジンカ� yター

⑬椀帯用木材皮はぎ機 ⑬携帯用タイタンパー

⑬携帯用研削費量 ⑬スイング研削盤

⑪卓上用研削盤 ⑬床上用研削盤� 

⑬ 1から 18までに掲げる振動工具と類似の振動を身

{本局所に与えると認められる工具

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
の
早

期
発
見
と
早
期
治
療
を
目
的
に
行
う

も
の
で
す
。

こ
の
健
診
は
、
振
動
工
具
を
使
用

。
総
合
健
診
な
ど
で
要
精
検
と
一
吉
田
わ
れ
た

人
は
早
め
に
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

県
で
は
、
次
の
と
お
り
健
診
の
予

定
を
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
巡
回
検
診
の

は
、
十
二
月
五
日
ま
で
に
役
場
環
境

結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

衛
生
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
役
場
 2
|
2
5
1
1
)

十
月
二
十
三
日
、
二
十
八
日
に
町
内
を

巡
回
し
て
実
施
し
ま
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

平
成
九
年
一
月
�
 二
月
の
間

①
健
康
診
断
実
施
予
定
時
期
・
�
 
..
 

を
使
用
す
る
人

込
み
は
不
要
で
す
。 i

、
、‘./

ン
検
診
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
寸
。

②
健
康
診
断
実
施
機
関
・
・・
各
保
健
所

・
表
に
掲
げ
た
振
動
工
具

受
診
者
数
八
十
六
人
で
、
異
常
な
し
八


十
三
人
、
要
精
密
三
人
で
し
た
。
な
お
、


要
精
密
の
人
に
は
す
で
に
通
知
を
し
ま
し

④
そ
の
他
:
・林
業
労
働
者
(
林
業
の

た
が
、

異
常
の
な
か
っ
た
人
に
は
通
知
を

み
に
従
事
し
て
い
る
者
)
に
つ
い

し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

て
は
、
林
業
木
材
製
造
業
労
働
災

町
で
は
、
各
愛
育
班
単
位
で
総
合
健
診

害
防
止
協
会
徳
島
県
支
部
か
ら
案

や
地
区
巡
回
で
検
診
を
実
施
し
て
き
ま
し

内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
申

た
が
、
未
受
診
の
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
毎
年
結
核
新
患
者
が
出
て
い

※
な
お
、
詳
し
く
日
程
等
が
決
ま
り

ま
す
。
年
に
一
度
は
必
ず
検
診
を
受
け
、

ま
し
た
ら
、
受
診
申
込
み
を
さ
れ
た

健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

方
へ
通
知
い
た
し
ま
す
。

③
対
象
者
・・

ル
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

が
あ
る
の
で
も
う
少
し
詳
・し
く
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、

病
気
と
診
断
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
検
査
し
た
日
の
体
調
が
悪

く
、
そ
れ
が
検
査
結
果
に
影
響
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
か

り
に
病
気
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
で
き
れ
ば
、

何
も
こ
わ
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
と
は
、
い
か
に
生
活
習
慣
を
改
善

し
、
自
分
の
か
ら
だ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

健
康
診
査
の
目
的
は
、
病
気
の
早

要
精
検
と
は
、
「
疑
わ
し
い
と
こ
ろ

園
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き
ま
し
た
。

。。

o 

e

G


u

m
第
六
回
健
康
福
祉
ま
つ
り

• 

&
献
血
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト


か
あ
わ
あ
ぶ
ら
つ
ど
  

勝
浦
町
 

-m

表
彰
及
び
感
謝
状
贈
呈
者

(敬
称
略 
)

一
、
勝
浦
町
長
表
彰

松

平

弘

(

自

立

更

生

)

笠

木

久

江

(

自

立

更

生

)

岩

本

健

二

(

老

人

介

護

)

生
名
愛
育
班
(
健
庚
つ
く
り
)

二
、
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
々
長

表
彰

豊

田

武

田
溝

内
山

田

伊

丹

鶴

岡
宮

田

明
(
障
害
福
祉
)

雄
(
障
害
福
祉
)

枝
(
障
害
福
祉
)

夫
(
老
人
福
祉
)

一
(
老
人
福
祉
)

市
(
父
子
福
祉
)

智
(
母
子
福
祉
)

美順�  宗一正

三
、
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
々
長

感
謝
状

冨
土
巻

志
(
善
意
銀
行
)

福

井

雄
(
善
意
銀
行
)

牧

野

則
(
善
意
銀
行
)

中

田

孝
(
善
意
銀
行
)

稔
(
善
意
銀
行
)

岩

本

健
二
(
善
意
銀
行
)

部

公

一
(
歳
末
た
す
け
合
い
)

横
瀬
小
学
校
児
童

・
職
員
一
同

(
歳
末
た
す
け
合
い
)

憲 文時尚

盛

会

に

終

る 

.&2自分の体験を通し病気は食生活や不

摂生からおこると講演される竹熊先生

川
口
幸
一
勝
浦
町
長
、
大
井
儀

社
会
福
祉
協
議
会
々
長
、
ま
た
県
代

表
と
し
て
津
田
芳
見
小
松
島
保
健
所

所
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
保
健

・
福

祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
並

び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
岡
本
富
治
県
議
会
議
員
、
押
栗

義
雄
町
議
会
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
健
康
や
福
祉
に
つ
い
て
の
考

え
や
取
り
組
み
な
ど
の
祝
辞
が
述
べ

ら
つ
ど 
-
勝
浦
町
山
も
同
時
開
催
と

ら
れ
、
ま
た
受
賞
者
を
代
表
し
て
山

田
宗
夫
さ
ん
か
ら
受
賞
に
対
す
る
謝

辞
が
あ
り
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
特
別
講
演
と
し
て
、
医

・

食

・
農
の
視
点
か
ら
「
現
代
社
会
と

人
間
の
い
の
ち
」
と
題
し
熊
本
県
公

立
菊
池
養
生
園
診
療
所
々
長
、
竹
熊

宣
孝
先
生
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
し

た。
先
生
は
、
内
科
医
で
あ
り
な
が
ら

不
養
生
を
さ
れ
、
永
い
間
ご
自
分
や

家
族
、
が
多
く
の
病
気
に
悩
ま
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
病
根
が
食

生
活
や
そ
の
他
の
不
摂
生
に
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
正
す
こ
と
に 

十
月
二
十
日
側
、
農
村
環
境
改
善

よ
り 

で
は
す
っ
か
り
健
康
を
取
り

も
ど
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
教
訓

の
一
例
を
あ
げ
る
と

-
腹
は
八
分
目
、
胃
の
門
限
は
九
時

・
塩
は
な
く
て
は
生
き
ら
れ
ぬ
、
だ

が
血
圧
も
高
い
低
い
は
塩
加
減

午
後
か
ら
は
、
設
置
し
た
健
康
、

福
祉
、
介
護
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
相
談
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
一
方
、
勤
労
者
体
育
館
で
は
、

好
評
で
恒
例
と
な
っ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
、
健
康
体
操
を
、
正
木
香
都
子
健

A
7

康
運
動
指
導
士
の
指
導
の
も
と
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
自
分
の
身
体

に
合
わ
せ
て
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ

て
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た。
ま
た
屋
外
で
行
わ
れ
た
献
血
ミ
ニ

イ
ベ
ン
ト
で
も
献
血
に
つ
い
て
の
啓

発
や
、
献
血
車
で
の
献
血
に
百
三
十

人
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
、
関

係
者
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
六
回
健
康
・

福
祉
ま
つ
り
，を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
急
速
な
少
子
、
高
齢
化

が
進
展
す
る
中
で
、
健
康
や
福
祉
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
守
つ
く
り

を
目
ざ
し
て
年
一
回
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。
ま
た
今
回
は
、
県
主
催

の
献
血
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト 

H

あ
わ
あ
ぶ

い
う
こ
と
で
約
五
百
名
の
方
の
参
加

が
あ
り
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

f¥、

戸、、.

V 多勢の方に献血にご協力いただきありがとうございました。

.&来賓として挨拶される

押葉義雄町議会議長

A 健康チェックも忘れずに� f

四
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国民医療費が毎年� l兆

円規模で増加しています。

このままの勢いで医療費

が増え続けると，国保の

財政がパンクしてしまう

おそれもあります。病気

予防や健康づくりに心が

け，増加する医療費に歯

止めをかけることが，国

保の健全運営と私たちの

負担軽減につながります。

いろいろな理由が考えられますが 主な原因として次のこと

があげられます。� 

1人口構造の高齢化 2医学・医療技術の進歩

お年寄りの割 医学・医療技

合の増加につれ， 術の発展によっ

医療機関への受 て高度な医療を

診割合も増え， 受けることが増

その医療費が大 え，一件当たり

きく影響してい の医療費が高く

る。� 

3成人病など

慢性疾患患者の増加

生活環境の変

化，食生活の向

上などにより� (J..( 

高血圧などの慢 Ir~よ-
性疾患で受診す� l'i'、埼霊トと

る人が増えてい

る。

なっている。� 

4医療のかかり方によるもの

重複受診や医


師の指示に従わ


ないなと¥かか


り方によって医


、 療費が増えてい

れ る面も。� 

( 医療費を有効に使うために 〕

、、，〆 みなさんのちょっとした心がけで医療費の上昇を

ストップすることができます。

①重複受診はやめよう ②診療時間内に受診を

検査・処置・薬などを最初 急病の場合はともかく，時

からやり直すため，医療費の 間外は加算料金がつき，お医

上手なお医者さんのかかり方

上手な受診を心が11.医療費を有効に使いましょう。

回早期発見・ 園初診のときは

早期治療を 保険証を忘れす‘に� 

無駄使いに。	 者さんの負担にも芯る。� 

③家庭医を持とう	 ④健康診断を受けよう


病歴や体質などを把握して 健康診断は病気の早期発見・


くれているので，より治療効 早期治療とともに，健康管理

果が上がる。 に欠かせない。

園

MUS04
テキストボックス
国保と医療費　医療費増加の原因は

MUS04
テキストボックス
医療費を有効に使うために
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...~τet:? 
国民年金・厚生年金保険・各種共済組合といままでは加入する制度ごとに

年金の記号番号が決められていました。平成 9年 1月かうは，すべての制度

に共通の基礎年金番号を決めて，就職・転職・退職と年金制度が変わっても，

同一の記号番号で年金の加入記録等を整理していきます。

あなたの基礎年金番号は， 12月中旬以降にお知らせします。

通知書は年金手帳と一緒に大切に保管してください。 ヘ

第 1号被保険者 第 3号被保険者 第 2号被保険者

自営業者，農林漁業者，自由業 厚生年金保険・共済組合の加入 厚生年金保険・共済組合などに加

者. 20歳以上の学生など 者に扶養されている配偶者 入しているサラリーマンや OL 

G G G 
直接ご本人に基礎年金番号通知書が送られてきます。 事業主を経由して通知書がご本人に

送られてきます。

(一部遅れる場合があります。)

国民年金・厚生年金保険の年金を受けて
いる方は，新しし、年金証書が 12月中旬以降に

送られてきます O

すでに年金を受けている皆さんには，基礎年金番号が記入された証書が

送られてきます。今までお持ちの年金証書と一緒に大切に保管してくださ

い。年金の支払額・年金の受け取り方法は今までと変わりません。

共済組合の年金を受けている方は，直接ご本人に基礎年金番号通知書が

送られてきます。

年金に加入している方，年金を受けている方，それぞれ特別

な手続きはいりませんが，送 5れてきた基礎年金番号通知書や

年金証書に記入されている氏名・生年月日・性別・住所を必す

ご確認ください。誤りがある場合は 変更・訂正が必要となり

ます。

詳しくは，役場国民年金係，各社会保険事務所へお問い合わ

せください。 

固
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v-v-北
峯

イ云え3気持ち 電
電
電
電


m月
市
日

i
n月
四
日

(
敬
称
略
)

《・� 

《・� …

/
阿
南
市

¥
大
字
久
国
字
久
保
田

大
字
三
渓

{干上
川
原

大
字
中
角

字
東
山

大
字
沼
江

字
山
路

大
{
子
生
名

字
石
垣

大
字
坂
本

{
子
繁
野

ご
結
婚
お
め
で
と
う

長信

尾政�  

孝

治
恵
理
子

お
誕
生
お
め
で
と
う

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

矢
倉
カ
ツ
ミ
(
九
歳
)

教室名 実� b甚 日 時 間� 

5 12 19 26 
陶 二一争z+za 午後� 7: 30~ 

木 木 木 木� 

6 20 
着付け 午後� 8:OO~ 

金 金� 

5 12 19 
手� z一+z+r'B 午後� 7:30~ 

木 木 木� 

4 11 18 
E雨 り 午後� 8: OO~ 

7.1< 7.1< 7.1< 

生け花� 
5 26 

午後� 8: OO~ 
木 木� 

6 13 20 27 
習 字 午後� 7: OO~ 

金 金 金 金� 

12 21 26 木畷日は午後� 1時

大正琴 土随Bは

木 土 木 午後� 61時30分から� 

旧
月
市
日

(ω

f

¥J  

.。 

i
n月
百
日

/T、 司

③ψ。....，。ψ。。べn
・� 0・1ω  

3 町;
・� ....n.~ 
・・ ー1

3 場i
・~ -，.....咽‘『 々

一 £・� 

2
約

ιーii5 λ2
・・・� 

3案￥?
3内務i 
i の?
"。・令令令令⑤令。令。。

⑫⑧ 
心配ごと相談

-日時 12月6日働
 

12月13日働
 

12月20日働


-時間


午前10時~午後� 3時


・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センタ� -2階� 

受…りi-お気軽叶
ますので

問い合わせください。� 

大
{
干
棚
野
字
北
川
原

大
字
三
渓
字
樫
測

ω(

大
字
沼
江
字
笛
自
由

西
野
フ
サ
ヱ 

大
字
棚
野
{
子
竹
国

豊

井

弘

吉 

大
字
坂
本
字
日
浦

山
口
重
治
(
臼
歳
) 

善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

小

坂

守

さ

ん

(

横

瀬

)


毎
木
八
重
子
さ
ん
(
沼
江
)


豊
井
千
鶴
子
さ
ん
(
棚
野
)


森
本
友
章
さ
ん
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12月� 2日 勝浦病院�  2-2555 

12月� 4日 上勝診療所� 6-0302 

12月� 6日 勝浦病院�  2-2555 

12月⑧日� M券第二診療所� 5-0152 

12月10日 勝浦病院�  2-2555 

12月12日 山西医 院�  2-3027 

12月14日 勝浦病院�  2-2555 

12月16日 湯浅医 院�  2-2003 

12月18日 勝浦病院�  2-2555 

12月20日 赤岩医 院�  2-2006 

12月⑫日 勝浦病院�  2-2555 

12月24日 上勝診療所� 6-0302 

12月26日 勝浦病院�  2-2555 

12月28日 上勝第二診療所� 5-0152 

12月30日 勝浦病院�  2-2555 
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図

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで� 
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